
別紙２　講師要件一覧表 
	科目番号・科目名
	項目番号・項目名
	

	【講義】

（１）福祉サービスを提供する際の基本的な考え方に関する講義
（３時間）
	①サービス提供の基本的視点
（３時間）
	A　介護福祉士の資格を有し、５年以上の介護業務の経験を有する者

B　在宅介護支援センターまたは地域包括支援センターに勤務する職員で、３年以上の相談援助業務の経験を有する者
C　当該科目を現に教授している介護福祉士養成施設又は福祉系高等学校の教員

	（２）障がい者福祉及び高齢者保健福祉に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する講義
（４時間）
	②障がい者（児）福祉の制度とサービス

（１時間）


	Ａ　介護福祉士の資格を有し、５年以上の介護業務の経験を有する者

Ｂ　社会福祉士の資格を有し、５年以上の相談援助業務の経験を有する者　　　　

Ｃ　看護師又は准看護師の資格を取得した後、５年以上の在宅・施設福祉サービスでの看護業務の経験を有する者

Ｄ　介護支援専門員又は相談支援専門員の資格を取得した後、３年以上のサービス等計画等作成業務の経験を有する者

Ｅ　在宅介護支援センターまたは地域包括支援センターに勤務する職員で、３年以上の相談援助業務の経験を有する者

Ｆ　当該科目を現に教授している介護福祉士養成施設又は福祉系高等学校の教員

	
	③高齢者福祉の制度とサービス

（１時間）


	

	
	④障害者総合支援法の理解と権利擁護              （２時間）


	

	（３）居宅介護に関する講　　義
（３時間）
	⑤居宅介護サービス概論（１時間）
	A　介護福祉士の資格を有し、５年以上の介護業務の経験を有する者

B　看護師又は准看護師の資格を取得した後、５年以上の在宅・施設福祉サービスでの看護業務の経験を有する者

C　介護支援専門員又は相談支援専門員の資格を取得した後、３年以上のサービス等利用計画等作成業務の経験を有する者

D　当該科目を現に教授している介護福祉士養成施設又は福祉系高等学校の教員

	
	⑥居宅介護サービスの基本視点

（２時間）

	

	（４）障がい者及び高齢者の疾病、障害等及び基礎的か介護技術に関する講義
（６時間）
	⑦サービス利用者の理解（１時間）
	A　介護福祉士の資格を有し、３年以上の障がい福祉サービスでの介護業務の経験を有する者

B　精神保健福祉士の資格を有し、５年以上の相談援助業務の経験を有する者

C　医師

D　看護師又は准看護師の資格を取得した後、５年以上の在宅・施設福祉サービスでの看護業務の経験を有する者

E　当該科目を現に教授している介護福祉士養成施設又は福祉系高等学校の教員

	
	⑧身体障がい者の理解（３時間）
	

	
	⑨知的障がい者（児）の理解
（２時間）


	

	（５）家事援助の方法に関する講義
（４時間）
	⑩家事援助の方法　　（４時間）


	A　介護福祉士の資格を取得した後、５年以上の介護業務の経験を有する者

B　看護師又は准看護師の資格を取得した後、５年以上の在宅・施設福祉サービスでの看護業務の経験を有する者

C　当該科目を現に教授している介護福祉士養成施設又は福祉系高等学校の教員

	（６）医学等の関連する領域の基礎的な知識に関する講義
（５時間）
	⑪医学の基礎知識　　　（３時間）


	A　介護福祉士の資格を有し、３年以上の障がい福祉サービスでの介護業務の経験を有する者

B　精神保健福祉士の資格を有し、５年以上の相談援助業務の経験を有する者

C　医師

D　看護師又は准看護師の資格を取得した後、５年以上の在宅・施設福祉サービスでの看護業務の経験を有する者

E　当該科目を現に教授している介護福祉士養成施設又は福祉系高等学校の教員

	
	⑫心理面への援助方法　（２時間）
	

	（７）人権啓発に関する基礎知識

（２時間）
	⑬人権啓発に関する基礎知識
（２時間）


	A　学識経験者、弁護士

B　人権啓発を行う団体職員

C　人権啓発を行う行政主管課職員

D　大阪府人権擁護士

E　法務大臣が委嘱した人権擁護委員

	【演習】

（８）福祉サービスを提供する際の基本的な態度に関する演習
（４時間）
	⑭共感的理解と基本的態度の形成

（４時間）


	A　介護福祉士の資格を取得した後、５年以上の介護業務の経験を有する者

B　看護師又は准看護師の資格を取得した後、５年以上の在宅・施設福祉サービスでの看護業務の経験を有する者

C　当該科目を現に教授している介護福祉士養成施設又は福祉系高等学校の教員

	（９）基礎的な介護技術に関する演習
（１０時間）


	⑮介護技術入門

ⅰ食事の介護　　　　　（２時間）
	A　介護福祉士の資格を取得した後、５年以上の介護業務の経験を有する者

B　看護師又は准看護師の資格を取得した後、５年以上の在宅・施設福祉サービスでの看護業務の経験を有する者

C　当該科目を現に教授している介護福祉士養成施設又は福祉系高等学校の教員

	
	ⅱ排泄・尿失禁の介護　（２時間）
	

	
	ⅲ体位・姿勢交換の介護等

　（２時間）
	

	
	ⅳ車いすへの移乗等及び移動の介護　　　　　　　　　（２時間）
	

	
	ⅴ緊急時対応法等　　　（２時間）


	

	（10）事例の検討等に関する演習
（３時間）
	⑳ホームヘルプサービスの共通理解

（１時間）


	A　介護福祉士の資格を取得した後、５年以上の介護業務の経験を有する者

B　看護師又は准看護師の資格を取得した後、５年以上の在宅・施設福祉サービスでの看護業務の経験を有する者

C　相談支援専門員の資格を取得した後、３年以上のサービス等利用計画作成業務の経験を有する者

D　当該科目を現に教授している介護福祉士養成施設又は福祉系高等学校の教員

E　在宅介護支援センターまたは地域包括支援センターに勤務する職員で、３年以上の相談援助業務の経験を有する者

	
	㉑障がい者ケアマネジメントの方法と理解

（２時間）


	

	【実習】

（11）生活介護を行う事業所等のサービス提供現場の見学
（８時間）
	(A)ホームヘルプサービス同行訪問

　（４時間×１日）
	

	
	(B)在宅サービス提供現場見学

　（４時間×１日）
	

	計５２時間
	



